
没後７０年 北野恒富展 なにわの美人図鑑 

北野恒富は、明治末から昭和にかけて

活躍した大阪画壇を代表する日本画家

です。「画壇の悪魔派」と呼ばれた初期

の作品からは妖艶美が漂っていますが、

次第に内面表現を深化させた意欲作を

生み出します。そして、晩年にはモダン

で「はんなり」とした画風に到達しました。

恒富の生涯を名品でたどり、文化都市

大阪のあり方を見ていきます。 

■講  師 あべのハルカス美術館 主任研究員 

北川 博子 

■日  時 6月18日（日）10：30～12：00 

■受講料 会員 1,800円、一般 2,100円 
≪星（夕空）≫北野恒富 
昭和１４年（１９３９） 
大阪市立美術館蔵  

「北野恒富の描いた 
大阪の女性たち」 

※入館券付き 

き た の  つ ね と み  


